
書式第 12号 (法第 28条関係 )
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平成 28年度 事 業 報 告 書

平成 28年 4月 1日 から  29年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 アンチいじめ蝶間アカデミー

事業の成果
平成 28年度は、過去 2年間に活動してきた「いじめ抑制」の幅を広げ、子どもの健全育成を図る
ための事業展開を目指した。
他の教育関連の団体及び企業への支援活動を通じて連携を強化し、スポーツ振興とその底辺拡大の

施策を模索しながらの活動に及んだ。
その結果、来期は定例講習会をベースに新たに企業との共催スポーツ教室を開催し、子どもたちの
スポーツ体験の場を広く提供する取り組みに臨むこととなった。

“いじめ抑止カプログラム"啓発普及事業
プログラムの精査を行い、広報活動の強化にも努めた。
講習会事業と並行し、活動内容をホームページに掲載、講習会の告知チラシ配布、ポスター貼付
(小学校 。公営体育館等)を行い、情報発信を積極的に実施した。

講習会の開催事業
3回の講習会を開催。
受講者の小中学生は、コミュニケーショントレーニング (挨拶強化プログラム)、 空手の基礎
(け り。打ち・防御 )、 テニスの基本 (コーディネーショントレーニング・ゲーム)を楽しみ、
体力・気力 。自信 。自立心の向上が促進された。
保護者対象の講座では、いじめと子育てをテーマとした各専門家 (現役教師 。医師・魔法の質問
講師)の講話とワークショップやディスカッションにより、いじめ対応についての多面的な理解
が得られた。
さらに保護者間の子育て情報を共有するコミュニケーションの場へと発展することができた。
2期終了にあたり参加者の 7割がリピーターという結果から、この講習会が本法人の基本事業と
して認知 。定着してきたことがうかがえる。

子ども育成に関する他団体の活動支援事業
横浜市立小学校の学童クラブ運営企業とのコラボレーション事業 (来期実施予定)を計画し、学童
対象のスポーツイベントとしてテニス及び空手教室の開催準備をスター トした。
その他に奈良県のスポーツアカデミー振興支援を目的に教師対象の勉強会で講演など、スポーツを
通した子どもの健全育成といじめ防止の啓発普及に貢献した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業
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い じめ抑止ス

プログラム層

発普及事業

Jヽ中学生対象の講習会のカ

リキュラム化と各プログラム

の精査

10回 横浜国大等

理事など

各回 7名

程度

溝習会受講者

全般
下記に

含む

講習会・テニ

ス教室等の

開催事業

小中学生及びその保護者

対象の講習会
・コミュニケーション

トレーニング
・ 空 手

・テニス

・保護者対象の講座

(講話 。ワークショップ)

0 第 1 回
28/06/18(土 )

13:30-16:30

横浜国大附属

鎌倉小中学校

14名
子供 12名
呆護者 9名

360
0第 2回
28/07/09(ニヒ)

13:30-16:30
124 子供 13名
呆護者 8名

0第 3回
29/03/19(日 )

13:00´‐16:00

10名 子供 14名
呆護者 10名



子ども育成に

調する他団‖

～
の活動支援

事業

奈良県スポーツアカデミーの

辰興支援の講演

028/05/19
13:00´
‐や15:00

028/10/26
10:00´
‐V12:00

奈良県スポー

ツアカデミー
14

Jヽ中学校教諭

保護者

約 150名
O

奈良県スポーツアカデミー事

業の支援として IMG(イ ン
ターナショナル・マネジメン

ト・グループ)視察

28/05/27-31 フロリダ 14 0 0
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その他の事業
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な し
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